
目的・背景
島根大学では、学生・教員と島根県内のIT企業で構成するチームが、ITを活用して県内企業の課
題解決を目指すシステム創成プロジェクトを実施している。本取組みを通じて、DXによる新規事業創
出のプロセス、および、その際に必要となる実践的な開発技術を習得した人材の育成を狙う。

概要
システム創成プロジェクトは、島根県内の企業から提供してもらった業務課題について、DXによる解決
を目指す2年間のProject Based Learning (PBL) 授業である。総合理工学部2・3年生10名
程度、教員、及び、県内のIT企業がチームとして協働することが特徴である。1年目は、顧客インタ
ビューや観察などのユーザリサーチによりニーズのメカニズムを明らかにし、DXのアイデアを創出、さらにプ
ロトタイピングなどを通じてアイデアを具現・検証する。2年目は、必要最小限の機能に絞ったプロダクト
を開発し、課題提供企業における実証実験などを通じてその価値を検証し、新規事業プランとしてま
とめる。2023～2024年度と2024～2025年度は、それぞれ2社ずつ、のべ4社から課題の提供を
受け、4チームが解決に取り組んだ。各チームには、IT企業が1社ずつ参画した。2025～2026年度
も新たに2社から課題の提供を受け、IT企業2社が参画し、2チームが解決に取り組んでいる。

今後の展望
総合理工学部は2025年度に改組し、社会実装教育を拡充している。本授業においても、2025年
度からは課題提供企業、IT企業、島根大学の共同研究として実施するなど、授業終了後の事業化
も見据えた強化を行っている。
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「島根大学が推進する島根県内の企業の課題を解決するDXと人材育成」
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